和泉市における大阪府屋外広告物条例に基づく許可等事務取扱要領
平成２４年１２月２６日制定
（趣旨）
第1条　この要領は、大阪府屋外広告物条例（昭和２４年大阪府条例第７９号。以下「府条例」という。）の規定に基づく事務の取扱いに関し、和泉市における大阪府屋外広告物条例施行規則（平成２４年和泉市規則第９６号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。
（手数料の確認）
第２条　規則第３条第３項第４号又は同条第５項第４号に規定する書類は、広告物等の内訳兼手数料算定表（様式第１号）とする。
２　市長は、府条例第３条第１項、第８条の２第１項又は第１５条第１項若しくは第２項に規定する許可に係る申請書類の提出があったときは、当該申請書類を受け付ける前に手数料の額を確認するための期間を設けることができる。
３　前項の期間は、和泉市の休日を定める条例（平成２年和泉市条例第１２号。以下「休日条例」という。）第２条第１項各号に規定する日を除いた５日以内とする。ただし、納付書を発行し申請者に連絡又は発送した後の期間は含まない。
４　第２項の期間は、前項の規定にかかわらず、手数料を算定するための資料の不足等、相当の理由がある場合は期間を延長することができる。
（受付日）
第３条　府条例第３条第１項、第８条の２第１項又は第１５条第１項若しくは第２項に規定する許可申請の受付日は、申請者から納付された手数料を確認できる資料の提出又は送達があった日とする。ただし、その日が休日条例第２条第１項各号に規定する日であった場合には、その翌日を受付日とする。
２　府条例第１４条又は第１６条に規定する届出の受付日は、届出書類の提出又は送達があった日とする。ただし、その日が休日条例第２条第１項各号に規定する日であった場合には、その翌日を受付日とする。
（手数料の追徴）
第４条　市長は、前条に規定する手数料の納付を確認した後に手数料の額に不足が生じた場合、その差額を申請者に請求しなければならない。
２　前項の規定により請求をした場合は、申請者から差額分の手数料が納付されたことを確認した後に許可申請書類の審査を行うものとする。
　（標準処理期間）
第５条　府条例第３条第１項、第８条の２第１項又は第１５条第１項若しくは第２項に規定する許可申請の標準処理期間は、休日条例第２条第１項各号に規定する日を除いた１０日以内とする。
２　前項の期間は、申請書の提出又は送達があった日から第３条第１項の規定による受付日の前日までの期間は含まない。
（郵送費用の負担）
第６条　申請者は、次に掲げる場合の郵送に係る費用を負担するものとする。
(1)　府条例第３条第１項、第８条の２第１項、第１４条、第１５条各項、第１６条又は次条の規定による許可申請又は届出書類を郵送した場合
(2)　納付書の受け取りを郵送で希望した場合
(3)　許可書の交付又は申請書若しくは届出書の副本の返却を郵送で希望した場合
（除却の届出）
第７条　広告物表示者等又は管理者は、府条例第１７条に規定する除却その他広告物又は掲出物件の除却を行ったときは、屋外広告物除却届出書（様式第２号）を市長に提出しなければならない。
附　則
　この訓令は、平成２５年１月１日から施行する。
　　　附　則（平成３０年９月２６日）
この訓令は、平成３０年１０月１日から施行する。
　　附　則
この訓令は、令和３年４月１日から施行する。
